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主なポイント

看護教育から看護学教育への移行の背景

世界の看護教育の動向

１．ヨーロッパの例

２．アメリカの例

３．その他

看護学教育の構造

教育と実践の狭間

提言
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看護教育から看護学教育への移行期
 Occupational Ｔｒａｉｎｉｎｇ／Ｅducation から
 Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ

 
Ｅｄｕｃａｔｉｏｎへの移行

保健医療福祉のニーズとサービスのグローバル化
①多様なヘルスニーズが国境を越える
②ヘルスサービスが国境を越える
③専門職が国境を越える
国内におけるヘルスニーズの多様化・複雑化
大学制度の変革
①純粋科学から応用科学までの教育
②専門職教育を大学院で行うための体系化
女性の地位向上
①大学への進学率
②専門職への就業率のアップ
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看護・看護学教育の主な動向

専門職教育の基礎教育として大学教育へ

知識・技術習得重視教育から知識・技術開発
能力重視教育への移行

分化型現場指向教育を統合して、専門職とし
ての基礎教育へ

そして、基礎ー卒後教育への体系化をはかる
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ヨーロッパにおける大学化への動き

基礎免許の分化の時代から統合へ eg. Project 2000

＠一般看護師（成人系）、高齢者、小児、障害者などに特化した免許、

 助産師免許
＠post basicとしてPH 看護（スコットランド）、Ｄｉｓｔｒｉｃｔ

 
Nursing 

(England)

EU 同意事項
@１２年間のpre education
@3年間以上または４，６００時間の教育

実習は１／３から１／２

Bologna Processに合わせて
＠学士課程での教育（研究、技術、コンピテンシー）
＠学校長または課程長は修士号以上の看護師
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ヨーロッパの課題と対策

国によって教育水準がかなり違う

看護職の国境を越えた移動

実践と教育のギャップの拡大

大学教育とtrainingとの格差をどう縮めるか(CPD)

ＥＦＮ（European Federation of Nurses)活動

ｖｓ

EU 組織内活動
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ワシントン大学看護学部の例
 －４年制（ＢＳＮ）１８０単位

Prerequisite Course ２年間 ９２単位

ー化学系、解剖生理、分子生物学、栄養学を含む

－ヘルスケア体験：

最低１００時間のボランティアまたは就業

看護学専門コース ２年間 ８８単位

－基礎系、臨床系、地域系を含む授業

ー演習・実習は２３単位
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多様な教育課程

カナダのトロント大学：2年間のBSプログラム for 
matured candidate(実習は12.5週）

ワシントン大学：他分野の大学卒業者への2年
間プログラム（MEPN Master Entry Program in 
Nursing)
オーストラリアの３年間でＢＳＮ
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大学における看護学教育では

学士力、教養の教育

看護職になるための基礎教育

現場への適応能力、批判能力、

看護の知識と技術の検証基礎能力

大学院教育に対する基礎能力

・時間ではなく質の担保
・普遍性、国際性の保証

・人的･物的資源の裏打
・研究活動に裏打ち
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健康状態
ケアキュア

人と生活

環 境

看 護看 護

看護の概念構造
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ＩＣＮの提案する看護師の  
能力構成

専門的、倫理的、法的実践 ケアの提供と管理 専門性の開発

責務 倫理的実践 法的実践 ケアの原理 専門性
の強化

質の向上 継続教育

ケアの提供 ケアの管理



12

査定 計画 実践 評価 治療効果
のある

コミュニケーション
と人間関係

安全な
環境

職種連携の
ヘルスケア

委嘱と
監督

ケアの提供 ケアの管理

ケアの主な原理
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基礎教育と免許と実践の狭間で

免許制度は国によって大きく異なる

－国民の安全と看護の質を保証する

－教育と免許の関係

理論と実習のバランス

教育と実践の間のギャップ；卒前と卒後の関係

卒後研修を前提にしての基礎教育！
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共通基礎教育

Post-basic 教育

特
定
専
門
基
礎
教
育

特
定
分
野

特
定
分
野

一
般
看
護
師

従
来
の
看
護
系
基
礎
教
育

国家資格･免許

大学への編入学

特
定
専
門
基
礎

Post-basic training

大
学
に
お
け
る
看
護
学
教
育

大学院におけるＡＰＮ教育

統
合
と
選
択

継続教育
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教育と実践のギャップ：古くて新しい問題
 (Eraut M. et al 1995)

理想と現実のギャップ

知識の本質と特定の応用の相違

学習したものを移行し、活用する問題

場や資源の相違によって知識の活用が変わる
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卒後の臨床研修

伝統的な方法；

院内研修、プリセプター

オーストラリアの例

ＥＵの探求



17

日本の看護学系人材養成への提言

基礎教育の見直し

①制度等の問題：免許と基礎教育、教育課程

②大学自身の課題

基礎教育における統合と選択

伝統的な狭義の講座的柱の立て方の抜本的見直し

教養としての看護学教育を含む

卒後の科目等履修生など通して可能な選択

卒後研修の在り方の検討：義務化か努力化

大学院教育の体系化：APN育成ｖｓ研究者育成
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教育を大学へ移行するための課題

奨学金制度の充実

多様な教育体制や方法の開発

－通信教育課程、遠隔教育

卒後に免許が取れる方法

働きながら学べる道の開発
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